
Title ポスト社会主義の都市と＜都市的なるもの＞ : モン
ゴル、ウランバートル市における人類学的問題

Author(s) 西垣, 有

Citation 大阪大学, 2014, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/33989

rights

Note

やむを得ない事由があると学位審査研究科が承認した
ため、全文に代えてその内容の要約を公開していま
す。全文のご利用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



 

 

       
 
           
           
 

               
 

 

19 Man
anthropos

-

 

 

 

90 
90 2003

 
NGO

2000

 

Umwelt milieu

 

 



 

様式７  

論文審査の結果の要旨及び担当者  

氏  名  （     西垣  有       ）  

論文審査担当者 

 （職） 氏        名 

主 査 

副 査 

副 査

副 査 

教 授 

教 授 

准教授 

准教授 

中川 敏 

栗本 英世 

白川 千尋 

森田 敦郎 

論文審査の結果の要旨 

 

 本研究の目的は、現代の人類学的思想の脈絡においてモンゴル国のウランバートル市とそれを取り巻く人々そして

モノたちの集合を分析することである。本学位申請者は、論文全体を通して、現代のウランバートルは、理論の脈絡

で把握しえない状況（「ねじれ」「宙吊り」）であることを指摘した上で、それらの民族誌的事実に基づいて理論の

さらなる発展を志す。当論文は真に人類学的な構成をとっていると言えよう。 
 
 著者は、第１章と第２章で問題と場所の設定を行なった後、第３章から第５章にかけて三つの理論的枠組とそれに

対応する三つの民族誌的側面を分析していく。 
 
 第３章において、著者は、1990年代以降のモンゴルのポスト社会主義の動きを丁寧に追う。とりわけ土地の私有化

に関する法の制定の歴史を詳細に辿り、さらにフィールドワークに基くウランバートルの土地の状況を描く。その上

で、彼は、ポラニーの『大転換』の議論に基いた、これまでの諸議論が不十分であることを指摘する。第４章は、ウ

ランバートルにおけるＮＧＯ活動に焦点をあてる。モンゴル語の知識を生かして、キーワードの翻訳の変遷を辿りな

がら、「公共」「公共性」の概念がどのように変わっていったのかを分析する。そして、ウランバートルの状況が、

これまでの（アーレントなどの議論に基いた）市民社会論ではとらえ切れないことを実証していく。第５章は、ウラ

ンバートルの都市計画をフィールドワークに基いて詳細に見ていく。じっさいの計画立案者、計画された場所の人び

と、そして立案者と人びとを繋ぐＮＧＯの姿が生き生きと描かれる。その中で、著者は、フーコーやギデンズの生権

力論・都市論を批判していくのである。 
 

第６章で、著者は、これまでの議論をまとめた上で、さらなる人類学的な理論の発展を示唆する。 
 
著者は、詳細なフィールドワークに基く民族誌を、さまざまな理論的な枠組を用いて読み解いていく。その中に 

ポスト社会主義という時代のウランバートルという都市を人類学的に描くことに成功している。 
 
本論文は博士（人間科学）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


